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新保博彦
はじめに
ASEAN 諸民こおける急速な輸出志向工業化の展開は，これらの国の貿易構造に大きな変
化をもたらした。 ASEAN 諸国は70年代のはじめには， 1 次産品の輸出が全輸出の 90%前後
を占める典型的な 1 次産品輸出国であった。しかし70年代に入って工業製品の輸出が急激に増
大してきた。 1987年にタイではそれが全輸出の50%を占めるようになった。この水準はすでに
工業製品輸出比率が90%をこえているアジア NIES (シンガポールを除く〉には及ばないが，
ASEAN 諸国においてもアジアNIESと同様の貿易構造の変化がもたらされつつあることを示
している。
ASEAN 諸国が輸出志向工業化を急速に展開することを可能にした最も大きな要因は多国
籍企業のこれらの諸国への進出で、あろう。この点については別稿で、検討したので，本稿ではこ
れらの諸国における貿易構造の変化を相互に比較しながら詳しくみていくことにしたい。まず
I では世界貿易とそこにおけるアジアの位置を簡単にみておく。 E ではASEAN 諸国の70年
代と 80年代の貿易構造の変化を商品別・国別に検討する。本稿では同ーの商品区分を用いるこ
とによって ASEAN 諸国どうしの比較を行う。さらにアジア NIES についても同様の比較
をし， ASEAN 諸国の特徴をより一層明確にする。
Eでは80年代にかぎって ASEAN 諸国の貿易構造を相手国別に分析する。これらの諸国の
貿易における日本とアメリカの位置を明らかにしておくことはきわめて重要な仕事である。も
ちろん EにおいてもアジアNIES との比較対照をこころみる。
このような貿易構造の詳しい検討は，今日の ASEAN 諸国の輸出志向工業化の特徴と，そ
れがかかえる諸問題を明らかにする不可欠の作業であるように思われる。
(1) 本稿での ASEAN 諸国には，インドネシア，マレーシア，フィリピン，タイの 4 か国が含まれる。
またアジアNIES は，香港，韓国，シγガポーノレ，台湾からなる。
(2) 新保博彦 rASEAN 諸国の輸出志向工業化と日米多国籍企業J Ií龍谷大学経済経営論集』第30巻第
2 号， 1990年 9 月を参照。
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I 世界貿易とアジアの途上国
1970年代から現在にいたるまで世界貿易は激しく変化し，各国聞にこれまでにない不均衡が
生じた。 ASEAN 諸国の個別の検討に入る前にこの点について概観し， ASEAN 諸国の貿易
構造の変化の背景をとらえておきたい。表 1 -1 は UNCTAD が作成した世界貿易の総括表で、
ある。この表は世界輸出を商品別に，輸出国，佐向国を明らかにしている。ここでは仕向国と
しての各地域の金額を輸入とした。
70年代における世界貿易の最も大きな変化は石油の比重の大幅な上昇である。石油の輸出額
は1970年の289億ド、ルから80年には4787億ドルに 16.6 倍になった。その結果， OPEC とそれ
以外の諸国， とりわけ非OPEC発展途上国との聞に著しい貿易不均衡が発生した。この石油
価格の上昇は，他の 1 次産品価格の上昇もひきおこし，石油を除く 1 次産品の輸出の年平均増
加率も 16.2% とかなり高かった。
しかし1980年をピークにして石油をはじめとする 1 次産品価格は下落しはじめ，その状態は
今日まで続いている。 80年代の輸出の年平均減少率はその他の 1 次産品で1. 3%，石油では9.5
%に達した。
これに対して工業製品の輸出は着実に増大してきた。 70年代の年平均増加率は 19.1 %, 80 
年代は 4.6% となっている。その中でも徐々に技術集約的製品の比重が高まりつつある。それ
は1986年に全工業製品輸出の62.8%，全商品輸出の42.5%を占めている。多国籍企業のグロー
パル化にともなってますます増大しているこの製品の貿易は，世界の貿易の拡大をけん引して
いる。そしてそれは日本，アジアNIES とアメリカからなる新たな成長の極と，また同時に
その内部に著しい不均衡をもたらしている。
では，このような変化の過程で，途上国とアジアはどのような位置を占めているのだろうか。
途上国の 1 次産品輸出比率は1970年には82.4%であった。 70年代には石油価格の上昇があった
ためにその比率の低下はなかったが， 86年には55.1%まで下落した。これに対して途上国の工
業製品輸出が世界の工業製品輸出に占める比重は， 70年の5.0%， 80年の9.2%， 86年の12.9%
としだいに上昇してきた。その中でもとくに技術集約的製品の比重の上昇が注目される。 1 次
産品価格がこのまま長期にわたって低水準で推移するとは考えられないが，途上国の工業製品
輸出の比重は一段と上昇してくるものと思われる。
この表では南，東南アジアとしているアジアはもともと途上国の中では 1 次産品輸出比率は
低いほうであった。また石油を輸出で、きる国もさほど多くはないので，石油価格の引き上げに
(3) この UNCTAD による表なども利用しながら世界貿易全体の動向を分析できる資料としては次
の文献がある。奥村茂次他編『データ世界経済』東大出版会， 1990年。
(4) 新保博彦「技術集約的製品の貿易の急増とその不均衡の拡大」大阪市立大学経済研究所『季刊経済
研究』第13巻第 1 号， 1990年 6 月を参照。
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よってもとくに 1 次産品輸出が増大したわけで、はなかった。こうして1986年のアジアの 1 次産
品輸出比率は27.7%にまで低下した。
アジアが注目されるのは工業製品輸出の多さである。 1986年の工業製品輸出1363億ドルは途
上国の工業製品輸出1847億ドルの73.8%を占める。技術集約的製品についても同じように計算
してみるとその比率は68.2%になる。途上国の工業化といっても，そこにし、かにアジアが大き
な比重を占めているかがこれだけでも十分に理解できる。これを貿易収支でみてみよう。アジ
アのその他工業製品の貿易収支はすでに70年から黒字である。技術集約的製品の貿易収支も大
幅に改善し， 86年の工業製品の貿易収支は183億ドルの黒字になった。
これらの製品の輸出を推進してきたアジアはこの貿易をつうじて急速な工業化を達成した。
そしてこれらの国々と，その成長を支えてきた 2 つの大国，日本とアメリカを含む太平洋諸国
は新たな成長の極として注目を集めている。
アジア途上国には様々な国々が含まれる。日本とともにアメリカに対して巨額の貿易収支を
生み出しているアジアNIES もあれば，中国，インドをはじめとする巨大な低所得国もある。
ASEAN 諸国はアジアNIES と異なって， 70 年代のはじめには典型的な 1 次産品輸出国で
あった。しかしこれらの国が多国籍企業の進出を受け入れ，工業化を急速に進めていくのにと
もなって，その貿易構造には，国ごとに大きな相違があるとはいえ，アジアNIES と同様の
変化がもたらされている。この過程がどのような特徴をもち，どのような問題を生み出してい
くかは， ASEAN 諸国自身にとってだけでなく世界経済全体にとってもますます大きな意味を
もちつつあるといえるだろう。
1 ASEAN諸国の貿易構造の変化
まず立では， 1970, 80, 87(86)の 3 つの年度をとって， ASEAN 諸国の貿易構造の歴史的
変化の過程を検討していこう。
貿易については投資とは異なって世界的に統ーされたコードにもとづく統計がある。しかし
ながら，国連， GATT , UNCTADさらにはわが国のアジア経済研究所が集計，公表して
いる資料には様々な問題点がある。また各国の政府が発表している資料を用いると各国間の比
較が困難になる。したがって筆者は本稿で利用する資料を作成するために，国連の最も基礎的
な資料から集計をやり直した。
(5) 工業製品，技術集約的製品の貿易の拡大が，アジア諸国の急速な工業化をもたらした「成長のエン
ジンj としての役割については改めて詳しく論じる必要がある。
(6) 本稿で利用する国連の Commodity Trade Statistics のインドネシアとフィリピンの1987年度版は
本稿の作成時に利用できなかったので，インドネシアとフィリピンの最新年度は1986年度になってい
る。以下1987年度と記載されている場合でも，この 2 固については1986年度である。
(7) 各資料に具体的にどのような問題があるかについては，注(4)の筆者の論文を参照されたい。
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まず商品を SITCによって次のように区分し完;食料は 0 ， 1 , 22, 4 の合計である。農
産物原材料は 2 から22， 27, 28を控除したものである。石油を除く鉱産物は27 ， 28, 68の合計
である。これら 3 区分と 3 の石油をあわせたものが 1 次産品合計となる。工業製品は， S 1 T 
C の 5 と 7 の合計の技術集約的製品と， 6 と 8 の合計から68を控除したその他工業製品に区分
した。そして技術集約的製品についてはその内訳として，事務機械 (S 1 TC改訂版では714 ，
改訂第 2 版では75) ， 電気機械 (S 1 TC改訂版では72，改訂第 2 版では76 と 77の合計)を示
した。 ASEAN 諸国ではアジア NIES と同様，これらの産業の製品の貿易の比重が高いから
である。またその他工業製品についても，そのなかで比重の高い繊維・衣料を65 と 84の合計と
してとくに示している。その他はSITCの 9 である。この項目はフィリピンにおいてとくに
重要である。
とりあげた年度はすで、に述べたように1970 ， 80 , 87年度である。 1 次産品の貿易の分析をす
る際に80年を基準年とすることに対する批判がある。しかしその年が今日までの 1 次産品価格
のピークにある年であることを明記しているかぎりにおいては， 1 つの年代の区分となる 80年
を基準年とすることにとくに問題はないと思われる。
また本稿では以上の各項目についての輸出入の金額を具体的に示した。そうすることによっ
てそれぞれの国の貿易収支，さらには資本収支との相互関係にまで、わたって分析することがで
きるからである。
1. 各国の概観
まず表 II -1でマレーシアからみていこう。 1970年にマレーシアの 1 次産品輪出比率は92.6%
で典型的な 1 次産品輸出国であった。だが70年代と 80年代をつうじて工業製品，とりわけ技術
集約的製品の輸出が急激に増大し，工業製品と技術集約的製品の輸出が全輸出に占める比率が，
87年にはそれぞれ39.4% ， 27.6%にまで上昇した。マレーシアの輸出の最も著しい特徴は，技
術集約的製品の比率が ASEAN 諸国の中でとびぬけて高いことである。
(8) このような製品区分の妥当性をここで詳しく論じる余裕はないが，主に次の諸文献の製品区分を
検討したうえでこのようにした。国際連合の『貿易統計年鑑11 ， GATTの International Trade, 
UNCTAD の Handbook of International Trade and Develoρment Statistics， 世界銀行の『世界
開発報告』などである。
(9) 平島成望編 r 1 次産品問題の新展開』アジア経済研究所， 1989年， Pii。
/ Ei-Mi ¥ 
(10) さらに，本稿でのデータを用いて，貿易特化係数の(一一一一一)や， グノレーベノレ， ロイドの産業内¥ Ei十MiJ
(r.. Xi+Mi一 IXi-MiI 1 ^ ^ ¥ 貿易指数\Biニ Xi-Mi ・ 100) は容易に計算できる。 Gr山el， H. G. & Lloyd. P. J. , 
Intra-Industry Trade, 1975, p. 21. 
(11) ASEAN 諸国の各国別の貿易構造については次の文献もあわせて参照されたい。山津逸平・平田章
編『発展途上国の工業化と輸出促進政策』アジア経済研究所， 1987年。末康昭他編『タイの工業化­
NAICへの挑戦』アジア経済研究所， 1987年。福島光丘編『フィリピンの工業化』アジア経済研究
所， 1989年。ただしこれらの文献では商品別，相手国別の検討は行われていない。
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表 11-1 マレーシアの貿易構造 (単位: 100万ドル〉
1970 1980 1987 
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 1, 401 1, 687 10, 764 12, 945 12, 679 17(,l 921 (100) (100) [22.6] (100) [22.6] (100) [2.4] (100) (4.8] (100り
l 次産品計 583 1, 562 3, 533 10, 467 2, 998 10, 813 (41. 6) (92.6) (19.7] (32.8) (21. 0] (80. 9) [ -2.3] (23. 6) [0. 5] (60. 3) 
食料 302 213 1, 274 1, 947 1, 408 2, 670 
農産物原材料 30 844 (50.0) 
200 4, 002 225 4, 024 
鉱物 82 381 425 1, 319 420 547 
石油 169 124 1, 634 3, 199 945 3, 572 
工業製品計 797 .110 7, 140 2, 436 9, 553 7, 063 (56.9) (6.5) [24. 5] (6. 3) [36.3] (18. 8) [4. 2] (75. 3) [16. 4] (39. 4) 
技術鰍揃製品 493 39 5, 115 1, 567 7, 020 4, 938 (35.2) (2.3) [26.4](47.5) [4. 7] (12. 1) [ 4. 6] (5. 4) (17.8] (27. 6) 
(事務機械) ( 6) ( 1) (66) ( 2) (159) (31) 
(電気機械) (64) ( 5) (3, 443) (14.9 9.9 (22.1 
その他工業製品 304 71 2, 025 869 2, 533 2, 125 
(繊維衣料) (83) (11) (333) (330) (519) (868) 
そのイ也 21 15 91 42 128 45 
(注) ( )は総合計を 100 とする構成比， ( )は各期間の年平均増加率。
(出所) United Nations, Commodity Trade Statistics, various issues. 
1 次産品の内容をみてみると， 1970年には農産物原材料の輸出だけで全輸出の 2 分の 1 を占
めていた。後の表 II -5でみるように農産物原材料の輸出の 3 分の 2 は天然ゴムである。 87年に
最も輸出が多いのはやはり農産物原材料であるが， 70年代に入って増加した石油がかなりこれ
にせまっている。また食料も増加し， 1 次産品の内容は多様化している。
一方， 1970年に目立った輸出のなかった工業製品は，技術集約的製品とくに電気機械に著し
く集中しながら急増してきた。 87年の工業製品の輸出の69.9%は技術集約的製品であり，また
そのうちの80.1%は電気機械である。このような輸出の特定の製品への集中は，アジアNIE
S に遅れて，多国籍企業に強く依存しながらすすめられてきたマーシアの工業化の重要な特徴
である。
貿易収支は 3 つの年度とも黒字である。 1987年は80年に対して， 1 次産品と工業製品の両方
で改善している。 1 次産品では石油と食料の改善が大きい。工業製品では22.1億ドル，技術集
約的製品では14.7億ドルも改善Lている。とくに電気機械では80年には赤字が 3.3 億ドルあっ
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たが， 87年には5.1億ドノレの黒字になっている。このような状態は他の ASEAN 諸国にはみら
れない。電気機械は今やマレーシアのリーディング産業になっているといえるだろう。
マレーシアとともに工業化の著しい展開がみられるのがタイである。表 n -2でみるようにタ
イも 1970年には 1 次産品輸出比率は89.3%であった。そしてやはり 70， 80年代に入って工業製
品の輸出が急増し， 87年には工業製品の輸出の全輸出に占める比重がついに50%をこえ51. 6%
に達した。ただし，タイの工業製品輸出の中心は，マレーシアのように技術集約的製品ではな
く，その他工業製品である。
タイの 1 次産品輸出の大半は食料である。食料は1987年においても全輸出の37.0%を占めて
いる。ただしその内容は徐々に変化している。 70年には米やメイズが多かった。 87年でも米の
比重はなお高いが，野菜，魚類調製品，甲殻類などの新たな商品が増加していることに注意し
ておかなければならない。依然として農業の就業人口の多いタイでは，これらの商品の輸出は
重要な意味をもっている。
表 11-2 タイの貿易構造 (単位: 100万ドル〉
1970 1980 1987 
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 1, 293 710 9, 455 6, 505 12, 972 11, 660 (100) (100) (22.0) (100) (24.8) (10) (4. 6) (100) (8.7)(100) 
l 次産品計 275 634 4, 049 4, 619 3, 561 5, 535 (21. 3) (89. 3) (30.9) (42. 8) {2. 0) (71. 0) (-1. 8) (27. 5) (2.6) (47. 5) 
食料 70 359 494 2, 996 675 4, 311 (50.6) (46. 1) (37.0) 
農産物原材料 45 170 327 716 674 954 
鉱物 47 100 348 866 475 185 
石油 113 5 2, 880 41 1, 737 
工業製品計 966 38 4, 798 1, 627 8, 830 6, 018 (74. 7) (5.4) (17.4) (50. 7) (45. 6) (25. 0) (9.1) (68.1) (20.5) (51. 6) 
技術集約的製品 627 6 3, 403 437 6, 031 1, 583 (0.8) (18. 4) (53.5)(6.7) (8.5) (46. 5) (20. 2) (13. 6) 
(事務機械) ( 7) (一) (42) ( 3) (416) (155) 
(電気機械) (105) (ー) (631) (335) (1, 460) (973) 
その他工業製品 339 32 1, 395 1, 190 2, 799 4, 435 (18.3) (10. 5) (21. 6) (20. 7) (38. 0) 
(繊維衣料) (88) ( 9) (177) (596) (504) (2, 148) 
その他 52 38 608 259 581 107 
」ー
(注) ( )は総合計を 100 とする構成比， ( Jは各期間の年平均増加率。
(出所) United Nations, Commodity Trade Statistics, various issues. 
- 57 ー
新保博彦
1987年のタイの工業製品輸出は60.2億ドルで，マレーシアのそれよりも 10.5億ドル少ないが，
技術集約的製品の輸出は33.6億ドルも少ない。タイの工業製品輸出の大半はその他工業製品だ
からである。そしてその他工業製品の48.4%は繊維・衣料が占めている。絶対額としてはまだ
小さいとはいえ，タイのこのような輸出構造は以前のアジアNIES とかなりよく似ている。
タイの貿易収支赤字は80年代に入って縮小しつつあるが， 3 つの年度ともすべて赤字である。
石油輸入の額が多いため， 1 次産品の貿易収支が工業製品の赤字をうめあわせるほどの黒字を
計上していなし、。工業製品の貿易収支では技術集約的製品で1987年に44.5億ドルもの赤字を出
している。その結果その他工業製品の 16.4 億ドルの黒字にもかかわらず，工業製品の貿易収
支は28.1億ドルの赤字となっている。しかし，すべての工業製品で実質的な貿易収支の改善が
みられているので，この赤字は早晩縮小していくと考えられる。
以上の 2 国とはっきりと異なるのが，次の表 n -3でみるインドネシアである。インドネシア
は1986年においても 1 次産品輸出比率がなお82.0%である典型的な 1 次産品輸出国である。い
うまでもなくその大部分は石油であり， 86年に石油だけで全輸出の56.1%を占めている。 80年
代に入ってからの石油価格の大幅な低下によって石油の輸出はほぼ半減し， 86年の輸出全体も
80年の輸出の 3 分の 2 にまで減ってしまった。石油以外の 1 次産品では農産物原材料が大幅に
減少し，食料が若干増加している。
石油の陰に隠れてあまりめだたないが，工業製品の輸出が実は急増している。マレーシアや
タイでみられたような技術集約的製品の増大はまだみられなし、。増大しているのはその他工業
製品である。そして1986年のその他工業製品の輸出23.2億ドルのうち，後にもまた検討するよ
うに木材製品が1 1. 4億ド〉レにもなっている。 1 次産品輸出のうち農産物原材料の輸出が目立つ
ているとさきに指摘したが，そのうちの原木の15.4億ドルもの大幅な減少は，こうしてそのか
なりの部分は木材製品の輸出の増加に形をかえているといえる。 80年代のインドネシアに対す
る直接投資は紙・木材産業に対するものが急増しているが，そのような投資がこの製品の輸出
の増加をもたらした背景にあると考えられるだろう。直接投資は 1 次産品貿易の内容にも変化
をもたらしているのである。
インドネシアの貿易収支は，石油における大幅な黒字によって一貫して黒字である。工業製
品の輸入はとくに技術集約的製品が多く， 1986年の技術集約的製品の貿易赤字は56.9億ドルに
もなる。しかしすで、に述べた木材製品，そして繊維・衣料などからなるその他工業製品の貿易
収支の改善は顕著で， 80年の18.4億ドルの赤字が86年には 4.2 億ドルの黒字になった。徐々に
ではあれインドネシアの貿易構造にも変化がもたらされているのである。
(12) タイ独自の工業化戦略としてのNAICについては，末康他，前掲書(注11) を参照。
また， ASEAN 諸国等のGDP と経済活動人口の産業別構成については，注(2)の論文の表N-lを
参照。
(13) 貿易収支の実質的な改善は，当該期間の輸出の増加率が輸入の増加率を上回っていることをさす。
実質的な悪化とはその逆である。
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表 11-3 インドネシアの貿易構造 〈単位: 100万ドル〉
1970 1980 1987 
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 892 1, 055 10, 834 21, 909 10, 718 14, 805 (100) (100) [28.4) (100) [35. 4) (100) ( -0.2) (100) [-6. 3) (100) 
l 次産品計 176 1, 039 3, 773 21, 378 2, 776 12, 136 (19. 7) (98.5) [35. 9) (34. 8) (35.3) (97. 6) ト5.0)(25. 9) [ -9.0) (82. 0) 
食料 132 206 1, 374 1, 676 769 2, 009 
農産物原材料 10 367 382 3, 098 440 1, 143 
鉱物 19 120 263 859 460 674 
石油 15 346 1, 754 15, 745 1, 107 8, 310 (32.8) (71. 9) (56. 1) 
工業製品計 715 12 7.036 499 7.902 2, 639 (80.2) (1. 1) [25.7) (64. 9) [45. 2] (2. 3) [2. 0) (73. 7) [32.0) (17.8) 
技術集約的製品 419 9 4, 890 191 6, 009 323 (0.9) [27.9] (35. 7] (0. 9) [3.5) [9.2) (2. 2) 
(事務機械) ( 7) (ー) (40) (ー) (112) (ー)
(電気機械) (52) (ー) (592) (97) (675) (16) 
その他工業製品 296 3 2.146 308 1, 893 2.316 [40. 0] (15. 6) 
(繊維衣料) (107) ( 2) (221) (144) (196) (829) 
その{也 1 4 25 32 40 30 
〈注) ( )は総合計を 100 とする構成比， ( Jは各期間の年平均増加率。
(出所) United Nations, Commodity Trade Statistics, various issues. 
最後にインドネシアと同様に，貿易額が絶対的に減少したフィリピンをみていこう。表 II-4 
のとおり輸出は1980年の57.9億ドルから86年には48.4億ドルに減少した。とくに 1 次産品の減
少は大きく， 86年の輸出は80年の55.9%になった。一方工業製品と，委託加工品が大半を占め
るその他は徐々に増加してきた。その結果，工業製品の輸出比率は70年の 7.5%から86年には
30.9%まで上昇した。委託加工品の多くは電気機械と繊維・衣料に属する工業製品であると考
えられるので，これを工業製品に合計すると， 86年の工業製品輸出比率は57.9%になる。この
比率はたしかに高いが，これを他の国と比較する場合には委託加工品の比重の高さ， 1 次産品
の急減という事情を考慮しなければならない。
フィリピンの 1 次産品輸出は80年代における価格の低下の影響をまともに受けている。 1980
年の 3 大輸出商品である卑金属，砂糖，植物油は， 86年にそれぞれ6.7億ド、ルから1. 2億ドル，
6.6億ドルから1. 0億ド‘ル， 5.7億ドルから3.3億ドルへ減少した。ただし果実調製品のようにわ
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表 11-4 フィリピンの貿易構造 (単位: 100万ドル〉
1970 1980 1986 
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 1, 210 1, 060 8, 295 5, 788 5, 394 4, 842 (100) (100) (21. 2) (100) (18. 5) (100) (-6. 9) (100) (-2.9) (100) I 
l 次産品計 382 978 3, 432 3, 646 1, 783 2, 038 (31. 6) (92. 3) (24. 6) (41. 4) (14. 1) (63. 0) (-10. 3) (3. 1) [-9.2) (42.1) 
食料 136 466 648 2, 062 554 1, 271 
農産物原材料 60 273 177 349 159 227 
鉱物 41 222 249 1, 185 150 474 
石油 145 17 2, 358 50 920 66 
|工業製品計 824 79 3, 942 1, 221 2, 380 1, 496 (68. 1) (7.5) (16.9) (47.5) (31. 5) (21. 1) (-8.1) (4.1) (3. 4) (30. 9) 
技術集約的製品 568 6 2, 769 217 1, 617 676 (0.6) [17. 2) (43. 2) (3. 7) (-8.6) (20. 9) (14. 0) 
(事務機械) (12) (一) (53) ( 1) (33) ( 5) 
(電気機械) (65) (一) (328) (75) (343) (379) 
その他工業製品 256 73 1, 173 1, 004 763 820 
(繊維衣料) (26) ( 6) (154) (354) (217) (335) 
l その他 4 921 921 1, 231 1, 308 (15. 9) (5. 0) (2. 8) (6.0)(27.0) 
(注) ( )は総合計を 100 とする構成比， ( Jは各期間の年平均増加率。
(出所) United Nations, Commodity Trade Statistics, various issues. 
ずかに増加したものもある。また，銅のようにより加工度の高い製品の比重が高まったものも
みられる。
ところで，フィリピンの全輸出に占める委託加工品の比重は1986年には27.0%になり，工業
製品の合計の比重に迫っている。それはこの国の貿易がいかに深く多国籍企業と結びついてい
るかを示している。ただし，この製品の輸出はそれに対する輸入の増加をもたらし，国際収支
の改善効果はそれほど大きくなく，又他の製品，産業への波及効果も小さいので，金額の増加
にみられるほどの工業化の成果をもたらしているとはいえないことに注意しておく必要がある。
フィリピンの貿易収支は80年代に入って赤字を大幅に減少させた。それは石油や工業製品の
輸入の急減によるところが大きい。これは経済発展が他の国と同じ水準になってくれば再び増
大する可能性があり，フィリピンの国際収支の改善は決して容易ではないといえるだろう。
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2. ASEAN 諸国の 1 次産品貿易
ASEAN 諸国の貿易構造は固によってかなりの相違があるとはいえ，工業製品の輸出の比
重は急速に上昇してきている。ところで 1 次産品の輸出についてもその内容を詳しく検討して
いくと，かなり大きな変化がおきつつあることがわかる。ここでは ASEAN 諸国の 1 次産品
輸出を改めて SITC3桁の品目別にみていきたJ!?
表 II -5は ASEAN 諸国の 1 次産品輸出を SITC3 桁の品目別に， 1970, 80, 87 (86) 年
の 3 つの年度について金額の多いものから 5 品目とりだして一覧にしている。 3 つの年度の 5
品目すべてをとりだしたので，この表に掲げられる品目はマレーシアとインドネシアで 7 つ，
タイとフィリピンで 8 品目となっている。各国の上位 5 品目と， 7 あるいは 8 品目合計が 1 次
産品の輸出総額に占める比重をそれぞれあわせて示したが，この比率によって示される特定の
1 次産品への集中度の高さで，途上国の輸出の不安定さを説明することがある。しかし，その
ような説明は，フィリピンがこの比率が低いにもかかわらず最も不安定な貿易構造であること
にもみられるように必らずしも妥当だとはいえない。
むしろここで注意をしなければならないのは輸出品目の内容上の変化である。各国毎の変化
の主な特徴はすで、に検討したので，ここでは全般的な特徴をみておきたい。まずこの地域全体
の代表的な 1 次産品であった天然ゴムとすずの地位が著しく低下したのがわかる。それにかわ
って大きな比重を占めるようになったのが原油や天然ガスで、ある。それらはインドネシアとマ
レーシアの代表的な 1 次産品である。それらを加工した石油製品もインドネシアでは増加して
いる。また最近になっての新たな特徴として，食料のうち野菜，果実，魚類など，そしてそれ
だけでなくそれらの調製品の増大をあげておかなければならない。とくにタイやフィリピンで
はそのような傾向がはっきりとみられる。これは先進国において豊かな消費生活が浸透し，食
生活の内容が多様化しつつあることの結果の 1 つである。
ところで，このような石油製品や食料の調製品の増大にみられるような 1 次産品の加工度の
上昇について改めて表 II -6で検討してみたい。この表でとりあげたのは，まず原油と石油製品，
魚類，野菜，果実とそれぞれの調製品である。それだけでなく，銅鉱石と銅製品，材木と木材
製品もとりあげた。後者のうち木材製品は工業製品であるがここではとくにとりあげた。それ
ぞれの製品の SITC コードはその表に示したとおりである。ただし， S 1 TCによる商品分
類は，同じ SITCを用いたとしても，国毎にまた同じ国でも時期が異なると SITCのどの
コードにどの製品を含めるかについての基準が違うことがありうるなどの難しい問題がある。
この表においてのマレーシアの石油製品やタイの野菜調製品などの比重が， 1970年から80年に
かけて突如大幅に低下するというような異常な変化は，おそらくこの商品分類の技術上の問題
(14) 1 次産品貿易の現状と問題点については，改めて検討する予定である。 1 次産品貿易の現状を包括
的に検討した文献としては，平島，前掲書(注 9)や，国際連合編『アジア太平洋経済社会年報1988~
原書房， 1990年などがあげられる。
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表 11-5 ASEAN諸国の 1 次産品輸出の品目別内訳 (単位: 100万ドル〉
インドネシア マ レー シア
1970 1980 1986 1970 1980 1987 
原 油(331)(333) 308 11, 671 4, 593 原 油(331)(333) (66) 3.083 2521) 4 (29.6) (54.6) (37.8) (29.5) (23. 
天然ガス (341)(341) ( -) 2, 881 2, 776 原 木(242)(247) 210 1, 203 1, 697 (13.5) (22.9) (13.4) (15.7) 
コーヒー (071)(071) 66 (658) 822 天然ゴム (231)(232) 563 2, 122 1, 554 (6.8) (36.0) (20.3) (14.4) 
天然ゴム (231)(232) 249 1, 174 713 植物油(422)(424) 101 1.388 1, 341 (24.0) (13.3) 
石油製品(332)(334) (38) 1, 179 691 天然ガス (341)(341) ( 1) (ー) 726 
原 木(242)(247) 103 1, 554 ーす ず(687)(687) 329 1, 152 (338) (7.3) (2l. 1) 
卑金属(283)(287) 111 (10. 7) 
(408) (301) 材 木(243)(248) 67 (618) (703) 
上位 5品目計 837 18, 459 9, 595 上位 5 品目計 1, 270 8, 948 7, 832 (80.6) (86.3) (79. 1) (8l. 3) (85.5) (72.4) 
7 品目計 875 19, 525 9, 896 7 品目計 1, 337 9, 566 8,28. 73 (84. 2) (91. 3) (81. 5) (85.6) (9l. 4) (82.1) 
1 次産品計 1, 039 21, 378 12, 136 l 次産品計 1, 562 10, 467 10, 813 (100) (100) (100) (100) (100) (100) 
フ イ ピ ン タ イ
1970 1980 1986 1970 1980 1987 
植物油(422)(424) 98 567 334 米 (042) (042) 121 953 883 (15.6) (16.4) (19. 1) (20. 6) (16.0) 
果 実(05 1)(057) (26) 250 207 野 菜(054)(054) (14) 745 804 (10.2) (16. 1) (14.5) 
銅 (682) (682) ( 1) (一) 182 天然ゴム (231)(232) 108 603 799 (8.9) (17.0) (13. 1) (14.4) 
貴金属(285)(289) ( 1) 239 140 魚類調製品(032)(037) (一) (87) 555 
l 果実調製品(053)(058) 27 (115) 133 甲殻類(031)(036) (16) (192) 508 
674 卑金属(283)(287)1 (20~7) (18. 5) (122) す ず(687)(687) 78 555 (92) 
齢、 糖(061)(061) 198 657 (103) メ イズ(044)(044) 89 352 (150) (20.2) (18.0) (14.0) 
原 木(242)(247) 238 (92) (24. 3) 
(27) 野菜調製品(055)(056) 59 (72) (131) 
上位 5品目計 763 2, 387 996 上位 5品目計 455 3, 208 3.549 (78.0) (65.5) (48.9) (71. 8) (69.5) (64.1) I 
8 品目計 791 2, 594 1, 248 8 品目計 485 3, 559 3.9221 (80.9) (71. 1) (61. 2) (76.5) (7. 1) (70.9) 
1 次産品計 978 3, 646 2, 038 l 次産品計 634 4, 619 5, 535 (100) (100) (100) (100) (100) (100) 
(注〉 品目名の後の( )の左側は SITC 改訂版，右側は SITC 改訂第 2版のコードである。この 2つのコードが必ら
ずしも正確に対応していない場合がある。
(注) ( )は各合計を 100 とする構成比。
(出所) United Nations, Commodity Trade Statistics, vanous issues. 
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表 11-6 ASEAN諸国の 1 次産品輸出の加工度の変化 (単位: 100万ド、ル)
インドネシア マレーシア フィリピン タ イ
魚類 1970 4 32 2 16 
(03-032) 1980 210 79 107 215 
(03-037) 1987 325 97 144 618 
魚類調製品 1970 1 (20.0) 1 ( 3.0) 
(032) (037) 1980 1 ( 0.5) 46 (36.8) 31 (22.5) 87(28.8) 
1987 5 ( 1. 5) 72(42.6) 53(26.9) 555(47.3) 
合計 1970 5 33 2 16 
(03) (03) 1980 211 125 138 302 
1987 330 169 197 1, 173 
タ イ フィリピン タ イ
野菜 1970 14 果実 1970 26 2 
(054) (054) 1980 745 (05 1, 052) 1980 250 15 
1987 804 (057) 1987 207 44 
野菜調製品 1970 59 (80.8) 果実調製品 1970 27 (50.9) 3(60.0) 
(055) (056) 1980 72( 8.8) (053) (058) 1980 115 (31. 5) 89(85.6) 
1987 131(14.0) 1987 133 (39. 1) 204(82.3) 
合計 1970 73 合計 1970 53 5 
1980 817 1980 365 104 
1987 935 1987 340 248 
インドネシア マレーシア インドネシア フィリピン
原油 1970 308 66 銅鉱石 1970 191 
(331) (333) 1980 11 , 671 3, 083 (2831) (2871) 1980 126 546 
1987 4, 593 2, 514 1987 171 90 
石油製品等 1970 38(11.0) 57(46.3) 銅製品 1970 l( 0.5)1 
(33 -331) 1980 1, 189( 9.2) 107( 3.4) (682) (682) 1980 2 ( 1. 6) 
(33-333) 1987 908 (16. 5) 323 (11. 4) 1987 1 ( O. 6) 182 (66.9) 
合計 1970 346 123 合計 1970 192 
(33) (3) 1980 12, 860 3, 190 1980 128 546 
1987 5, 501 2, 837 1987 172 272 
インドネシア マレーシア フィリピン タ イ
材木 1970 105 278 253 1 
(24) (24) 1980 1, 816 1, 832 283 3 
1987 281 2, 410 141 33 
木材製品 1970 29 ( 9.4) 43 (14.5) 2 (15. 4) 
(63) (63) 1980 74( 3.9) 214 (10.5) 186 (39.7) 67 (95. 7) 
1987 1, 140 (80. 2) 337 (12. 3) 120(46.0) 144 (81. 4) 
合計 1970 105 307 296 13 
1980 1, 890 2, 046 469 70 
1987 1, 421 2, 747 261 177 
(注) 品目名の後の( )の左側は SITC 改訂版，右側は SITC 改訂第 2版のコードである。この 2 つのコードが必ず
しも正確に対応していない場合がある。
(注) ( )は各合計を 100 とする構成比。
(出所) United Nations, Commodity Trade Statistics, various issues. 
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からひきおこされたものと推測した方がいいだろう。だが，ここではこれらの個々の例を具体
的に調べていくことはできないので， 1 次産品の加工度の変化の一般的な傾向についてだけ指
摘しておくことにしたい。
まず，石油では1980年から87年にかけて，インドネシアとマレーシアでは石油製品の比重が
高まっている。新たな輸出用食料として注目されてきた，魚類，野菜，果実のうち調製品の比
重は， 80年と 87年を比較すると，タイの果実を除いてやはり上昇している。また銅のうちの銅
製品の比重もフィリピンで上昇している。また， 1 次産品の材木よりも工業製品の木材製品の
方が増加のテ γポが早い。とくにインドネシアではその傾向が顕著である。
これらの事実は， ASEAN 諸国の 1 次産品輸出において，同じ 1 次産品でも徐々により加工
度の高い製品の比重が高まりつつあることを示している。このような製品の開発と輸出の増大
は，伝統的な 1 次産品の激しい価格変動によってもたらされる，輸出構造の恒常的な不安定さ
を変えていくために必要な方策の 1 つである。この方策の具体化のために，直接投資はすでに
一定の役割を果たしていると思われるが，このような部門へも直接投資が増大していくことが
期待されている。
3. アジア NIES との比較
次に， ASEAN 諸国の貿易構造の特徴がさらに明確となるように表 II-7'""-'10で示したアジア
NIES の貿易構造と比較してみる。アジアNIES のうち韓国と台湾は1970年に工業製品輸
出比率が70%をこえており，また香港は90%をこえているので，商品としては工業製品だけを
とりあげた。なお工業製品輸出比率の低いシンガポールについては， 1 次産品のうちその比重
が高い石油だけを明らかにした。
1987年のアジアNIES の工業製品の輸出をみてみると，最も多いのは台湾の 488.2 億ドル
で，次は韓国の435.4億ドルである。これに対して香港は再輸出を除くと 239.3億ドルであり，
シンガポールの 187.9 億ドルとともに，台湾，韓国との差はかなりある。マレーシアとタイの
工業製品輸出額はそれぞれ， 70.6億ドルと60.2億ドルで，台湾，韓国との差はまだ大きいが，
香港，シンガポールとの差は80年代に入って縮小してきているといえる。
アジア NIES の工業製品輸出比率は， 1987年には香港だけでなく，韓国や台湾も90%をこ
えた。シンガポーノレも 65.5%まで上昇している。 ASEAN 諸国ではタイの51. 6%が最も高く，
(15) アジアNIES の各国別の貿易構造については次の文献もあわせて参照されたい。
奥村茂次編『アジア新工業化の展望』東京大学出版会， 1987年，第 E 章~第V章。服部民夫編『韓
国の工業化発展の構図』アジア経済研究所， 1987年。谷浦孝雄編『台湾の工業化 国際加工基地の
形成』アジア経済研究所， 1988年。小島麗逸編『香港の工業化 アジアの結節点』アジア経済研究所，
1989年。
韓国の貿易構造についてはこれらの文献で唯一商品別，相手国別の検討を行っている河合和男「韓
国新工業化と貿易構造の変化」中川信義編『アジア新工業化と日米経済』東京大学出版会， 1990年を
参照されたい。
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表 11-7 韓国の貿易構造
1970 1980 
輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 1, 983 835 22, 243 17, 489 (100) (100) (27.3) (100) (35.6) (100) 
1 次産品計 897 194 12, 629 1, 759 (45. 2) (23. 2) (56. 8) (10. 1) 
工業製品計 1, 086 641 9, 570 15, 661 (54. 8) (76.8) (24.3](43.0) (37.7) (89. 5) 
技術集約的製品 753 73 6, 799 4, 309 (8. 7) (24. 6) (50.4) (24. 6) 
(事務機械) 9) 3) 162) 88) 
(電気機械) 133) 44) ( 1, 506) 
その他工業製品 333 568 2, 771 11, 352 (64. 9) 
(繊維衣料) 128) 298) 435) ( 5, 160) 
その他 44 69 
(注) ( )は総合計を 100 とする構成比， ( Jは各期間の年平均増加率。
(出所) Un咜ed Natíons, Commodity Trade Statistics, various 﨎sues. 
表 II-8 台湾の貿易構造
r 
1970 1980 
輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 1, 524 1, 428 19, 667 19, 783 (100) (100) (29. 1) (100) (30. 1) (100) 
1 次産品計 558 340 9, 601 2, 392 
工業製品計 962 1, 087 10, 030 17, 387 (63. 1) (76. 1) (26.4) (51. 0) (31. 9) (87. 9) 
技術集約的製品 688 272 7, 348 5, 384 (19. 0) (26. 7) (34.8) (27. 2) 
(事務機械) 22) ( 178) ( 208) 
(電気機械) ( 155) ( 177) (1, 672) (3, 256) 
その他工業製品 274 815 2, 682 12, 003 
(繊維衣料) ( 410) ( 302) (4, 216) 
その他 4 l 36 4 
(注) ( )は総合計を 100 とする構成比， ( Jは各期間の年平均増加率。
(出所〉 中国海関『中国進出口貿易統計年刊』各年版。
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(単位: 100万ドル〉
1987 
輸入 輸出
41, 017 47, 207 
(9.1) (100) (15. 2) (100) 
14, 687 3, 620 
(35. 8) ( 7.7) 
26, 164 43, 536 
(15. 5) (63. 8) (15. 7) (92. 2) 
18, 711 18, 226 
(15. 6) (2. 9) (38. 6) 
866) ( 1, 599) 
( 5, 378) ( 9, 200) 
7, 453 25, 310 
(53.6) 
( 1, 489) (11, 625) 
166 51 
(単位: 100万ドル〉
1987 
輸入 輸出
34, 167 53, 190 
( 8.2) (100) (15. 2) (100) 
10, 707 4, 365 
22, 580 48, 822 
(12.3) (6. 1) (15.9) (91. 8) 
16, 619 18, 568 
(12. 4) (19. 3) (34. 9) 
( 950) (3, 893) 
(5, 153) (8, 432) I 
5, 961 30, 2541 
(801) (9, 091) 
880 3 
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表 11-9 香港の貿易構造 〈単位: 100万ドル〉
1970 1980 1987 
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 2, 905 2, 514 22, 091 19, 704 48, 503 48, 502 (100) (100) (2. 5) (100) (22.9) (100) (11. 9) (100) (13. 7) (100) 
l 次産品計 920 178 5, 342 1, 491 7, 924 3, 675 
工業製品計 1, 980 2, 329 16, 570 17, 955 40, 274 44, 367 (68. 2) (92. 6) (23.7) (75. 0) (22.7) (91. 1) (13. 5) (83. 0) [13.8) (91. 5) I 
技術集約的製品 716 386 6, 631 4, 511 16, 524 13, 6671 (15. 4) (24. 9) (27.9) (22.9) [13. 9) (17. 2](28. 2) 
(事務機械) 17) 7) 501) 533) ( 1, 236) ( 1, 835) 
(電気機械) 249) 231) ( 2, 406) ( 2, 560) ( 7, 278) ( 7, 346) 
その他工業製品 1, 264 1, 943 9, 939 13, 444 23, 750 30, 700 (63.3) 
(繊維衣料) 543) 974) ( 3, 682) ( 6, 750) (10, 687) (16, 405) 
その他 5 7 179 258 305 460 
(注) ( )は総合計を 100 とする構成比， ( Jは各期間の年平均増加率。
〈出所) United Nations, Commodity Trade Statistics. various issues. 
表 11ー10 シンガポールの貿易構造 (単位: 100万ドル〉
1970 1980 1987 
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 2, 461 1, 554 24, 003 19, 375 32, 557 28, 686 (100) (100) (25. 6) (100) (28. 7) (100) [ 4.5) (100) ( 5.8) (100) 
1 次産品計 1, 027 1, 080 10, 771 9, 627 10, 059 8, 225 
石油 332 360 6, 960 5, 593 5, 961 4, 639 (23.2) (28.9) (16.2) 
工業製品計 1, 381 428 12, 920 8, 344 21, 985 18, 794 (56. 1) (27. 5) (25. 1) (53. 8) (34.6) (43.1) ( 7.9) (67~ 5) (12. 3) (65. 5) 
技術集約的製品 688 213 8, 410 5, 846 15, 045 14, 297 (13. 7) (28.4) (39. 3) (30. 2) ( 8.7) (13.6) (49. 8) 
(事務機械) 11) 13) ( 229) ( 160) (1, 523) (3, 355) 
(電気機械) ( 160) 62) (2, 829) (3, 111) (6, 787) (6, 681) 
その他工業製品 693 215 4, 510 2, 498 6, 940 4, 497 
(繊維衣料) ( 288) 85) (1, 000) ( 797) (1, 880) (1, 631) 
その他 53 46 312 1, 404 513 1, 667 
〈注) ( )は総合計を 100 とする構成比， ( Jは各期間の年平均増加率。
(出所) United NatlOns, Commodi.か Trade Statistics, various issues. 
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フィリピンでは委託加工を入れると57.9%になるが，急速に縮小しているとはいえアジア NI
ES と ASEAN 諸国の差はまだ大きし、。そしてそれぞれの ASEAN 諸国において 1 次産品輸
出はなお重要な意味をもっているので，近い将来にアジア NIES と同じ水準に達するとは考
えにくい。
次に技術集約的製品の輸出が全商品の輸出に占める比重は表に示されているとおりであるこ
とを確認したうえで，技術集約的製品の輸出が全工業製品の輸出に占める比重をみてみよ〈れ
そうするとまず1987年にはシンガポールが76.1% ととくに高いのがわかる。この水準に近いの
は ASEAN 諸国のうちのマレーシアの69.9%である。これらの国は工業製品の輸出を技術集
約度の高い多国籍企業に強く依存しながら進めてきた代表的な国で、ある。 87年と 80年の水準を
比較すると，アジア NIES はすべてこの比重が上昇している。多国籍企業に対する直接的な
依存度には相違があるとはいえ，アジアNIES の工業製品輸出の中心が技術集約的製品に移
りつつあるという事実は重要である。これに対して ASEAN 諸国では，それぞれの国の水準
や変化の差が大きく，現段階ではこれらの数値から一般的な傾向を導き出しにくい。
この技術集約的製品のうち，電気機械と事務機械の産業の製品はその中に今日最も成長の著
(lの
しいエレグトロニグス製品の大部分を含んでいる。そこで今度はこの 2 つの産業の製品の輸出
が技術集約的製品の輸出に占める比重をみてみる。アジアNIES は1987年にはシシガポール
が70.2%で最も高く，韓国が59.3%で最も低いが全般的に非常に高い水準にある。このような
産業への集中は，今日のアジアNIES の輸出志向工業化の基本的な特徴である。アジア NI
ES がこれらの産業の多国籍企業との，直接投資の受け入れをはじめとする結びつきを強めた
ことが，アジアNIES の輸出志向工業化を急速に展開させた重要な要因の 1 つであるといえ
るだろう。一方， ASEAN 諸国でもインドネシアを例外としてこの比重はやはり高い。とく
に最近技術集約的製品の輸出が増大しているマレーシアやタイで、は，この比重がそれぞれ80.7
%, 7 1. 3% とアジア NIES を上回っている。これは ASEAN 諸国の工業化もアジアNIE
S と同じ方向をとろうとしていること，また後発国の場合は特定の産業と特定の製品への依存
が顕著になることを示している。
今度は貿易収支の検討をつうじて以上の内容をとらえ直してみたい。
工業製品の貿易収支でも輸出高の場合と同様に，アジアNIES の中で韓国，台湾と香港，
シンガポールとの聞に格差がみられる。韓国と台湾は1980年に工業製品の貿易収支が大幅に黒
(16) 技術集約的製品の世界貿易と， 日本，アメリカ，アジア NIES のその製品についての相手国別貿
易に関しては，新保，前掲論文〈注 4) の1， m を参照されたい。
ここで，筆者は日本，アメリカ，アジアNIESからなる新たな成長の極の形成が，同時にその内
部での著しい不均衡の蓄積であることを明らかにした。
(17) エレクトロニクス製品の定義と， 日本，アメリカ，アジア NIES のその製品についての相手国別
貿易に関しでも，新保，前掲論文〈注 4) の W を参照されたい。
エレクトロニクス製品の貿易においても，また注目にみる資本財の貿易においても，アメリカの地
位の低下， 日本とアジアNIES の上昇は顕著である。
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字になった。韓国で60.9億ドル，台湾で73.6億ドルで、ある。 87年に黒字はさらに増加し，韓国
で173.7億ドル，台湾で262.4億ドルで、ある。これに対して香港は40.9億ドノレの黒字で，シンガ
ポールは31. 9億ドルの赤字である。一方， ASEAN 諸国は表に示した 3 つの年度についてす
べて赤字になっている。ただしすべての国で70年代と 80年代をつうじて実質的な改善はすすん
でおり， 80年代には赤字額も減少している。
技術集約的製品の貿易収支では，アジアNIES でも 1987年の台湾の19.5億ド、ルを除けばす
べて赤字である。しかしながらすべての国がすべての時期で実質的には改善しており， 87年に
韓国とシンガポーノレがほぼ収支が均衡するところまできている。 ASEAN 諸国の場合もすべて
の国がすべての時期で実質的な改善がみられるとはいえ，タイでは87年に赤字が44.5億ドルに，
インドネシアでは56.9億ドルに増加した。一般にどの国においても，技術集約的製品には重要
な資本財のほぼすべてが含まれるた2: たとえこの製品のうちの特定の製品の輸出が増大して
も，この製品全体の貿易収支が黒字になるのには相当の時聞がかかる。したがって ASEAN
諸国だけでなくアジアNIES においても工業製品の貿易収支の黒字の多くは，その他工業製
品によるものなのである。
最後に，事務機械と電気機械の貿易収支をみておこう。アジアNIES の1987年のこの産業
における貿易黒字は，韓国で45.6億ドノレ，台湾で62.2億ドルにものぼっている。香港とシンガ
ポールの黒字はかなり少なしそれぞれ 6.7 億ドノレ， 17.3億ドルとなっている。 87年の台湾を
除けば，技術集約的製品の貿易収支は全体としては赤字なのだから，この産業の製品の貿易黒
字が技術集約的製品の貿易収支の改善に果たしている役割は非常に大きいといえる。 ASEAN
諸国ではマレーシアとフィリピンで赤字から黒字になったが，タイとインドネシアでは赤字
がともに 7 億ドル台にまで増加した。電気機械などの産業の貿易におけるアジアNIES と
ASEAN諸国との聞の格差は以上のようになおかなり大きし、。しかし今日の ASEAN 諸国の
これらの産業に対する直接投資ラッシュは，現在のこの格差を固定的にしておくことはないだ
ろう。そしてそれは ASEAN 諸国の貿易構造の特徴を一層アジアNIES のそれに近づけて
いくにちがし、なし、。
以上のように ASEAN 諸国の貿易構造を様々な角度から分析してくると， ASEAN 諸国
の工業化が，その産業構成や強い輸出志向性などの諸特徴において，アジアNIES の工業化
と多くの共通点をもっということが明らかになった。もちろん ASEAN 諸国の問での相違は
大きく過度の一般化は慎しむべきではあるが，以上の点は強調しておかなければならないだろ
う。
そのうえで，アジアNIES との相違に注目しながら， ASEAN 諸国の工業化の特徴を最後
に要約しておく。まず第 1 に， ASEAN 諸国の 1 次産品輸出比率はなおある程度高い水準を維
(18) 資本財の定義とそれが技術集約的製品全体に占める意味と比重，そして日本，アメリカ，アジアN
IES のその製品の相手国別貿易に関しても，新保，前掲論文〈注 4) の E を参照されたい。
-68-
ASEAN 諸国の貿易構造と日米との貿易関係
持していくだろうということである。たしかに ASEAN 諸国の 1 次産品輸出比率は，工業製
品の輸出の増大によってまだ低下していくだろう。しかし今日 ASEAN 諸国が輸出している
商品には国際競争力をもっ重要なものがあり，価格水準の回復によってその輸出額の増大をも
たらすことは予測できる。 1 次産品輸出比率がただちにアジアNIES のように10%以下にな
るとは考えられなし、。したがって ASEAN 諸国にとっては，これらの 1 次産品輸出をどう安
定的に増大させていくかも重要な課題である。 1 次産品輸出の増大は工業化の円滑な進展を可
能にする条件にもなりうる。
第 2 に， ASEAN 諸国の工業化は，後発国の工業化であるがゆえにアジアNIES と比較し
でも非常に多国籍企業への依存が直接的であるということである。それは特定の産業やその製
品の輸出への極端な集中となって表れている。多国籍企業への強い依存は，アジアNIES と
の格差を縮小していく原動力になりうるだろう。しかし途上国自身の経済力を強めていくため
には，徐々にではあれ，多国籍企業の経営資源の移転が進められなければならない。
ASEAN 諸国の発展の早いテンポ，その量的な「追31 だけに自を奪われて，以上のよう
な課題の重要性が見失なわれではならないだろう。
11 ASEAN諸国の相手国別貿易
各国の貿易構造は，詳細な商品別の検討からさらに相手国別の検討にまですすめられてはじ
めてその実態が明らかになる。とくに ASEAN 諸国の場合は，重要な相手国である日本とア
メリカに対して，それぞれ非常に異なった貿易構造を形成しているので，相手国別の分析は不
可欠である。 E においても指摘したように，国際的に統ーしたコードにもとづいていて国相互
の比較が可能な相手国別貿易の分析はほとんどないので，ここでも筆者は国連の最も基礎的な
貿易統計から集計をやり直した。
とりあげる年度は今度は変化の著しい1980年と 87 (86) 年に限った。相手国としては日本と
アメリカだけをとりあげた。またここでもアジアNIES との比較をこころみてみたい。
1. 各国の概観
各国別の詳しい検討に入るまえに， ASEAN 諸国の80年代の工業製品貿易に共通する特徴
(19) 追跡，あるいは重層的追跡という用語を特定の商品や商品群の貿易を論じるときに用いてもあまり
問題はないが，国どうしの比較の際に，分析視角を明示せず安易に用いるのは，経済の多様なあり方
を単一の指標に還元してしまうことにつながるので適切ではない。
(20) アジアの工業化と日本，アメリカとの相互関係を貿易から，直接投資などの資本にいたる関係の総
体としてとらえることは重要な作業である。
以上の点について包括的に検討しているのは次の文献である。奥村茂次「アジア新工業化と日米資
本の競争J，奥村茂次編『アジア新工業化の展望』東京大学出版会， 1987年， 第四章。青木健『太平
洋成長のトライアングル~， 日本評論社， 1987年， とくに第 7 章。
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について簡単にふれておこう。まず第 1 に，全輸出に占める対米輸出の比重の上昇である。
1987年には，最も高いフィリピンが37.1%に，最も低いインドネシアでも 24.4%に達した。ど
の国の場合も対日輸出の場合に比べて格段に高い。後に詳しく検討するように，韓国，台湾で
はさらに高くなっている。第 2 に，全輸入にしめる対日輸入の比重は，すべての国で低下した
とはいえなおかなり高い水準にある。 87年で最も高いのはインドネシアの38.2%で，最も低い
のはマレーシアの27.6%である。これについても韓国，台湾は ASEAN 各国をかなり上回る
水準となっている。韓国と台湾に最も典型的にみられる工業製品貿易における輸出市場として
のアメリカへの依存と輸入相手国としての日本への依存という特徴は， ASEAN 諸国において
も共通にみられるのである。
ところで， ASEAN 諸国の 1 次産品貿易の最も重要な相手国は，工業製品貿易の場合とは異
なって日本である。インドネシアの全 1 次産品輸出のうち対日輸出が占める比重は， 1986年で
52.7% ととりわけ高いが，それ以外の国もすべて20%をこえている。 ASEAN 諸国は 1 次産品
貿易において，アメリカに対しても日本に対しても黒字になっているが，とくに日本に対して
は黒字が多い。その黒字によって工業製品の赤字がうめあわされているが，黒字がとくに多い
インドネシアやマレーシアでは，対日貿易全体で収支が黒字になっている。
ではまず表 III -1でマレーシアからみていこう。マレーシアはさきに示したような対米輸出の
増大によって， 1987年の工業製品の対米貿易収支が 3.3 億ドルの黒字になった。技術集約的製
品だけをとってもわずかながら黒字である。電気機械と事務機械の合計では 5.2 億ドルの黒字
である。このような状態は他の ASEAN 諸国にはみられなし、。しかしながら87年でも日本に
対して，工業製品全体で22.2億ドル，技術集約的製品で16.6億ドルの赤字があるので，工業製
品の貿易収支全体では24.9億ドル，技術集約的製品の貿易収支全体では20.8億ド、ルの赤字とな
っている。
ところで，マレーシアはインドネシアとともに石油を輸出する固なので，石油ひいては 1 次
産品の貿易収支は大幅に黒字となっている。 1987年にその黒字は78.2億ドルになるが，そのう
ちの約 4 割， 29.8億ドルは日本に対するものである。日本に対する黒字で多いのは，石油の
14.3億ドルと，農産物原材料の12.4億ドルである。これに対してマレーシアの 1 次産品貿易に
おけるアメリカの比重は，輸出，とくに石油の輸出が大幅に低下し，日本と比べると格段に小
さなものになった。
このように，マレーシアは日本に対して， 1 次産品貿易での大幅な黒字によって工業製品貿易
での赤字をうめあわせているだけでなく 1987年には 7.6 億ドルの黒字となっている。アメリカ
に対しでも 5.9 億ドルの黒字で，全体としても黒字は52.4億ドルとなる。この黒字額は ASE­
AN 諸国で最も多L、。技術集約的製品を中心とする工業化をすすめようとすると，当然その
製品の輸入も増大し，貿易収支は直ちには改善しないことがしばしばある。こうしたときに多
額の貿易黒字を生み出しうる 1 次産品部門をもっ国は非常に有利である。マレーシアはこうし
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表 III-1 マレーシアの相手国別貿易 (単位: 100万ドル〕
1980 1987 
アメリカ 日 本 アメリカ 日 本
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 1, 622 2; 118 2, 466 2, 954 2, 377 2, 971 2, 747 3, 504 (15. 1) (16.4) (22.9) (22.8) (5. 6) (18. 7) (5. 0) (16. 6) (1. 6) (21. 7) (2.5) (19. 6) 
1 次産品計 181 1, 338 117 2, 808 175 451 109 3, 084 (5.1) (12.8) (3.3) (26.8) (5.8) (4.2) (3.6) (28.5) 
!食料 118 133 42 138 128 195 28 174 
|農産物原材料 25 176 20 946 29 145 23 1, 260 
隊物 33 177 48 401 14 29 50 208 
同油 5 852 7 1, 323 4 82 8 1, 442 (40.4) 
~業製品計 (l1,94. 16 764 2, 345 144 2, 183 2, 515 2, 632 415 8) (31. 4) (32.8) (5.9) (22.9) (18. 6)(35. 6) (1. 7)(27. 6) (5.9) 
陣術集約的製品 1, 275 672 1, 635 74 1, 957 1, 973 1, 932 276 (42.9) (32.0) (16. 6)( 40. 0) (2.4)(27.5) 
(事務機械) ( 17) ( 1) ( 16) (ー) 44) 10) 
(電気機械) (658) (654) (331) ( 63) (1, 299) (1, 857) ( 770) ( 192) 
その他工業製品 141 92 710 70 226 542 700 139 
(繊維衣料) ( 9) ( 35) ( 74) ( 20) 8) ( 363) 87) 43)1 
その他 25 16 4 2 19 5 6 5 
(注) ( )とく 〉は，この国の，それぞれの全輸出入額(表 ][-1 参照〉に対する構成比， [ J は 7 年間の年平均増
加率。
(出所) United Nations, Commodity Trade Statistics, various issues. 
た条件を満たしている数少ない国の 1 つである。
次に表直一2でタイをみてみよう。まずはじめにタイはマレーシアとことなって， 1987年には
大幅に減少したとはいえ，なお貿易収支赤字国であることに注意しておこう。
タイも工業製品の対米輸出が急増し，この製品の対米貿易収支が1987年には 2.8 億ドルの黒
字になった。ただし，マレーシアとはちがい技術集約的製品では 6.6 億ドノレの赤字で、あり，黒
字はその他工業製品の貿易から生まれている。日本からの工業製品輸入は若干減少傾向にある
が，それでも 87年には全輸入の35.6%を占めている。その結果，日本に対する工業製品の赤字
は26.7億ドノレ，またそのうち技術集約的製品の貿易赤字は21. 2億ドノレになっている。技術集約
的製品の貿易全体の赤字は44.5億ド、ルになり，その他工業製品の貿易黒字をはるかに上回って
工業製品の貿易収支を著しく悪化させている。
タイは食料を中心とする 1 次産品を輸出する国である。日本に対する 1 次産品輸出も， 1 次
産品市況の悪化にもかかわらず増加している。とくに食料の増加は著しく， 1987年の 1 次産品
の貿易収支を10.7億ド、ルの黒字とした。これは全 1 次産品の貿易黒字額の50%をこえる額であ
る。アメリカに対しでも食料を中心として貿易黒字は大幅に増加している。しかし， 1 次産品
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表 III-2 タイの相手国別貿易 (単位: 100万ドル〉
1980 1987 
アメリカ 日 本 アメリカ 日 本
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 1, 574 823 1, 952 982 1, 620 2, 168 3, 377 1, 734 (16.6) (12.7) (20.6) (15. 1) (0. 4) (12. 5) (14.8) (18. 6) (8. 1) (26. 0) ( 8.5) (14. 9) 
1 次産品計 285 501 94 841 270 627 166 1, 240 (18.2) ( 3.3) ( 5.7)( 2. 4) 
陸料 103 146 22 298 122 471 64 783 (18.2) (14.8) 
陸産物原材料 115 55 20 422 99 103 27 396 
隊物 45 299 42 119 35 6 54 58 
同油 22 l 10 2 14 47 21 3 
II業製品計 989 274 l3,88. 31 111 1, 240 1, 521 3, 144 476 (20.6) (16.8) (38.2) (3.3)(14.0) (27.7)(25.3) (8.0)(35.6) 
陣術集約的製品 868 85 1, 217 14 1, 051 390 2, 261 141 (19.5) (35.8) (24. 6) (37.5) 
(事務機械) ( 9) (一) ( 13) (ー) ( 76) ( 47) ( 7) ( 15) 
(電気機械) (254) ( 83) (179) ( 1) (598) (313) (379) ( 14) 
その他工業製品 121 189 614 97 189 1, 131 883 335 (29. 1) 
(繊維衣料) ( 5) ( 82) ( 62) ( 41) ( 8) (421) ( 74)1 ( 82) 
その他 300 48 27 110 20 18 
L一一一一一 」一一
(注) ( )とく >は，この国の，それぞれの全輸出入額(表 IT-2 参照〉に対する構成比， [ J は 7年間の年平均増
加率。
(出所) Umted Nations, Commodity Trade Statistics, various issues 
貿易を全体としてみると，タイは石油輸入国であるので，貿易黒字は決して多くなし、。
日本との貿易を全体としてみると， 1987年には 1 次産品貿易の黒字は工業製品貿易の赤字の
半分にもならず，貿易赤字は16.4億ドルになっている。工業化をすすめようとすれば，今後も
日本からの工業製品の輸入が増大することが予想されるので，この対日貿易赤字をどうするか
はタイにとって最大の問題となりそうである。
マレーシアやタイが対米工業製品貿易で黒字を生むほどの工業製品輸出国になっているのと
比べると，インドネシアはまだ典型的な 1 次産品輸出国である。
インドネシアの工業製品輸出は急速に増大しているとはいえ，対米輸出全体に占める比重で
も表 ill-3のように1986年に22.2%である。マレーシアやタイでは，この対米工業製品輸出比率
は， 87年にそれぞれ84.7% ， 70.2%になる。とくにインドネシアは技術集約的製品の輸出がき
わめて少ない。この結果，アメリカとの工業製品貿易で 5.1 億ド、ルの赤字となっている。日本
からの工業製品輸入は86年に全工業製品輸入の38.2%を占めるほど多く，工業製品の貿易赤字
は27.8億ドルにものぼっている。これら両国に対する赤字などによって86年のインドネシアの
工業製品貿易赤字は52.6億ドルと， ASEAN 諸国の中でもとびぬけて大きくなっている。
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表 111-3 インドネシアの相手国別貿易 〔単位: 100万ド、ル〉
1980 1986 
アメリカ 日 本 アメリカ 日 本
輪入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 1, 409 4, 303 3, 413 10, 792 1, 482 2, 901 3, 128 6, 644 (13.0) (19.6) (31. 5) (49.3) (0.8) (13. 8) (-6.4) (19. 6) ( -1.4) (29. 2) (-7.8) (4. 9) 
1 次産品計 440 4, 267 241 10, 750 331 2, 258 105 6, 390 (50.3) (-10. 1)(18. 6) (-8.3)(52. 7) 
食料 240 290 90 264 169 308 15 436 
農産物原材料 159 403 66 1, 054 114 343 38 94 
鉱物 12 2 71 398 23 34 458 
石油 29 3, 572 14 9, 034 25 1, 606 18 5, 402 (57.4) (65. 0) 
工業製品計 959 32 3, 172 41 1, 150 643 3, 022 245 (13. 6) (6.4) (45. 1) (14.6) (64.9)(24.4) ト0.8)(38.2)
技術集約的製品 757 12 2, 159 8 971 22 2, 137 1 (6.3) (44.2) (10. 6)( 6. 8) ( -0.2)( 35. 6) 
(事務機械) ( 9) (ー) ( 10) (一) ( 36) (一) ( 42) (一)
(電気機械) ( 53) (一) (283) ( 1) ( 60) ( 1) (235) (一)
その他工業製品 202 20 1, 013 33 179 621 885 234 
(繊維衣料) ( 1) ( 9) ( 80) ( 9) ( 28) (316) ( 67) ( 24) 
その他 10 4 l l 。 9 
(注) ( )と< >は，この国の，それぞれの全輸出入額(表1I -3参照〉に対する構成比， C J は 6 年間の年平均i曽
加率。
(出所) United Nations, Commodity Trade Statistics, various issues. 
また，インドネシアの 1 次産品貿易は， 1986年に93.6億ドルの黒字となっているが，これも
また ASEAN 諸国の中では最も多い額である。もちろんその大部分は石油輸出によるもので
ある。とくに 1 次産品輸出全体の52.7%，石油輸出の65.0%が向けられている日本に対する黒
字は， 1 次産品貿易全体で62.9億ドノレと大きし、。またアメリカに対しでも石油を中心として 1
次産品貿易で19.3億ドルの黒字となっている。
1 次産品貿易黒字は工業製品赤字をはるかに上回る額で，インドネシアの貿易収支は大幅に
黒字になっている。このような状態はとくに日本に対して顕著であるが，アメリカに対しでも
同じような状態である。その意味で，インドネシアは今なお典型的な 1 次産品輸出国である。
インドネシアとともに貿易の縮小にみまわれているのがフィリピンである。フィリピンは80
年代において 1 次産品では輸出入とも，工業製品では輸入が大幅に減少している。工業製品や
委託加工品の輸出が伸びてはいるものの，今他国にはみられない経済的困難を経験していると
いえる。
フィリピンの工業製品と委託加工品の輸出で増加しているのは，表 ill-4からわかるように対
米輸出である。それぞれの対米輸出増加率は5.9% と 7.6%で，他の ASEAN 諸国と比べると
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表 III-4 フィリピンの相手国別貿易 (単位: 100万ド‘ル〕
1980 1986 
アメリカ 日 本 アメリカ 日 本
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 1, 957 1, 594 1, 651 1, 540 1, 342 1, 720 925 853 (23.6) (27.5) (19.9) (26. 6) (-6. 1) (24. 9) (1. 3) (35. 5) (-9.2) (17.1) (-9.4) (17. 6) 
1 次産品計 425 763 125 1, 299 307 486 77 587 (20.9) (3.6) (35. 6) (17.2) (-7.2)(23.8) (4.3) (-12.4)(28.8) 
陸料 298 600 31 341 247 460 17 266 
農産物原材料 93 42 31 140 38 21 28 75 
院物 20 121 41 805 14 5 21 220 
同油 14 22 13 8 1 26 
仁E業製品計 1, 070 393 1, 380 131 517 555 678 138 (27. 1) (32.2) (35.0) (10. 7) (-11. 4)(21. 7) (5.9)(37. 1) (-11. 2)(28. 5) (0. 9)(9. 2) 
陣術集約的製品 851 51 868 62 4151 196 434 65 (23.5) (31. 3) (25.2)(29.0) (26.8) 
(事務機械) ( 21) (ー) ( 14) (ー) ( 14) ( 1) ( 8) (ー)
(108) ( 38) ( 92) ( 1) (142) (136) ( 88) ( 23)1 
その他工業製品 219 342 512 69 102 359 244 73 
(繊維衣料) ( 14) (102) ( 34) ( 16) ( 7) (149) ( 32) ( 12) 
その他 462 438 146 110 518 679 170 128 (50.2) (47.6) (15.9) (42. 1) (7.6)(51. 9) (13.8) (2.6)(9.8)1 
(注) ( )と< >は，この国の，それぞれの全輸入額(表1I -4参照)に対する構成比， [ J は 6 年間の年平均増加
率。
(出所) United Nations, Commodity Trade Statistics, various issues. 
高いとはいえないが，フィリピンの他の品目の貿易が大幅な縮小にみまわれているのでとくに
高くみえる。対米工業製品貿易収支は1986年にわずかに黒字になっているが，それは輸入の大
幅な減少によるところが大きい。日本からの工業製品の輸入も大幅に減少しており，この影響
が今後どのように表れるかに注意していく必要があるだろう。
工業製品の輸入を削減せざるをえなかった最大の理由は，やはり 1 次産品輸出の激減だろう。
1 次産品輸出の年平均減少率は 9.2%にもなるが，減少は石油を除く 3 つの 1 次産品区分のす
べてで大きい。国別にみると日本に対する輸出の減少率は12.4%で，とくに鉱物では1986年の
輸出額が80年の27.3%になってしまった。アメリカに対する輸出も食料を中心として減少して
いる。 1 次産品貿易収支全体は輸出の減少にもかかわらず，石油の価格下落と輸入削減によっ
て若干黒字が増加している。
フィリピンの貿易収支は 1 次産品輸出の激減にもかかわらず，全体としても，日本，アメリ
カに対しても改善している。しかしこれは輸入削減によるところが大きい。このような状態が
このまま持続するとは考えられず，むしろ問題は今後にもちこされているといえるだろう。
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2. アジア NIES との比較
次にアジア NIES の工業製品の貿易構造を表 III -5"-'8のように相手国別にとらえたうえで，
ASEAN 諸国のそれと比較してみたい。
l の官頭において指摘したように， ASEAN 諸国の工業製品貿易の共通の特徴は，全輸出に
占める対米輸出の比重の上昇と，全輪入に占める対日輸入の高い水準であった。アジアNIE
S についてもこのような特徴は共通にみられるが，韓国と台湾の場合は特に顕著である。韓国
の工業製品の全輸出に占める対米輸出の比重は， 1980年の28.3~ぎから87年の41. 2%まで上昇し
た。台湾の場合は37.7%から47.1%への上昇で、ある。両国の87年の水準は本稿でとりあげ、たす
べての国・地域の中でとくに高い。一方，韓国の工業製品の全輸入に占める対日輸入の比重は，
若干低下し87年には48.9%である。台湾は変化がなく 47.6% となっている。これらもまたすべ
ての国，地域の中でとびぬけて高い水準である。
香港，シンガポーノレの 1987年の工業製品の全輸出に占める対米輸出の比重は，上昇している
とはいえそれぞれ29.7% ， 33.7%である。また全工業製品輸入に占める対日輸入の比重もそれ
ぞれ21. 7% ， 28.5% と決して高いとはいえなし、。香港では中国との貿易の比重が， 87年の工業
製品の輸入で30.4%，輸出で22.8%にもなっている。またシンガポーノレで、は，マレーシアとの
貿易が，工業製品の輸入の9.9%，輸出の14.8%を占めている。
対米輸出における技術集約的製品の工業製品に対する比重をとってみると，韓国と台湾はや
はり上昇しているが，その比重の低い香港，とくに高いシンガポーノレで、はあまり大きな変化は
みられない。これに対して対日輸入における技術集約的製品の工業製品に対する比重は，アジ
ア NIES のすべてで上昇し， 1987年には香港を除いてすべて70%台になっている。これらは，
韓国，台湾において工業製品の貿易がさらに高度化していること，またアジアNIES全体に
対して日本の技術集約的製品の輸出の役割がさらに重要になりつつあることを示している。
次に対米輸出における電気機械と事務機械の技術集約的製品に対する比重をみてみよう。香
港とシンガポールが1987年で、90%前後ときわめて高い。この高さはマレーシアやタイにおいて
もみられるが，それはこれらの国々の輸出志向工業化の特定の産業への依存の強さをはっきり
と示している。また，対日輸入における電気機械と事務機械の技術集約的製品全体に対する比
重は，これもまたすべてのアジア NIES で上昇している。アジアNIES の対日工業製品輸
入が全輸入に占める比重は低下しているが，そのうちでの技術集約的製品，さらにはそのうち
での電気機械と事務機械の製品は相対的に増大しているのである。
以上を貿易収支でみてみよう。 1987年の台湾の対米工業製品貿易収支は 185.3 億ドルの大幅
な黒字になった。ただ技術集約的製品の黒字は49.6億ドルで、あって，まだ対米黒字の中でのそ
の他の工業製品の貿易における黒字の比重は高い。韓国の対米工業製品貿易収支は 128.2 億ド
ルの黒字で、あるが，そのうちの技術集約的製品の黒字は42.8億ドルと台湾とほぼ同じであるの
で，その他工業製品の黒字が多し、。また，電気機械と事務機械の黒字は，台湾で46.9億ド、ノレ，
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表 111-5 韓国の相手国別貿易 (単位: 100万ドル〉
1980 1987 
アメリカ 日 本 アメリカ 日 本
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 4, 885 4, 624 5, 838 3, 031 8, 760 18, 364 13, 657 8, 420 (2. 0) (26.4) (26.2) (17.3) (8. 7) (21. 4) (21. 8) (38. 9) (12. 9) (3. 3) (15.7)(17.8) 
1 次産品計 2, 898 174 594 866 3, 599 426 841 2, 278 
ヒE業製品計 1, 959 4, 429 5, 239 2, 152 5, 120 17, 937 12, 790 6, 104 (20.5) (28.3) (54. 7) (13.7) (19. 6) (2. 1)(41. 2) (13. 6)( 48. 9) (16. 1)(14.0) 
技術集約的製品 1, 622 1, 285 3, 293 561 4, 026 8, 304 9, 163 1, 621 (29.8) (48.4) (30. 5)( 45. 6) [15. 7)( 49. 0) [16. 4) 
(事務機械) 65)1( 62)1( 78)1( ( 236) ( 877) ( 482) 80) 
(電気機械) ( 379) ( 752) ( 795) ( 275) (1, 156) (3, 761) (3, 156) 
その他工業製品 337 3, 144 1, 946 1, 591 1, 094 9, 633 3, 627 4, 483 
(繊維衣料) 33) (1, 201) ( 296) ( 887) (3, 665) ( 547) (2, 156) 
その{也 28 21 5 13 41 1 26 38 
(注) ( )と< >は，この国の，それぞれの全輸出入額(表 ][-7 参照〉に対する構成比， ( J は 7 年間の年平均増
加率。
(出所) United Nations, Commodity Trade Statistics, various issues. 
表II1-6 台湾の相手国別貿易 (単位: 100万ドソレ)
1980 1987 
アメリカ 日 本 アメリカ 日 本
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 4, 654 6, 752 5, 327 2, 171 7, 531 23, 519 11, 727 6, 883 (23.7) (34. 1) (27. 1) (11. 0) ( 7.1) (2. 0) [19.5) (4. 2) (1. 9) (34. 3) [17.9) (12. 9) 
1 次産品計 1, 946 200 264 897 2, 676 516 899 2, 646 
工業製品計 2, 705 6.552 4.771 1, 261 4. 470 23.001 10.747 4,82. 36 (27.0) (37. 7) (47.6) ( 7.3) (19.8) (19.6)(47.1) [12.3)(47.6) [18. 9)( 8. 7) 
技術集約的製品 2, 314 1, 943 3.216 386 3, 324 8, 287 8, 002 1, 332 (36. 1) (43.8) [23. 0)( 4. 6) [13. 9)( 48. 1) [19.4) 
(事務機械) 78) ( 102)[( 70)1( 30) ( 254) (1, 944) (5028) > ( 180) (49.9 (52. 
(電気機械) ( 430) (1, 368) ( 921) ( 186) (1.074) (4, O784) : (2, 848) (590) (48. (55.3) 
その他工業製品 391 4, 609 1, 555 875 1, 146 14, 714 2, 745 2, 904 
(繊維衣料) 22) (1.269) ( 172) ( 344) 51) (3, 197) ( 348) ( 938) 
その{也 3 292 13 385 2 81 l 
(注) ( )と< >は，この国の，それぞれの全輸出入額(表 ][-8 参照〕に対する構成比， ( Jは 7 年間の年平均増
加率。
〈出所) 中国海関『中国進出口貿易統計年刊』各年版。
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表 III-7 香港の相手国別貿易 (単位: 100万ド‘ル〉
1980 1987 
アメリカ 日 本 アメリカ 日 本
輸入 輸出 輸入 輸出 輪入 輸出 輸入 輸出
総合計 2, 650 5, 150 5, 144 909 4, 141 13, 514 9, 224 2, 470 (12.0) (26. 1) (23.3) ( 4.6) ( 6.6) ( 8.5) (14.8) (27. 9) ( 8.7) (19. 0) (15. 4)( 5. 1) 
l 次産品計 693 117 359 238 953 299 470 522 
i工業製品計 1. 951 4, 985 4, 778 667 3, 169 13, 173 8, 730 1, 943 (1l. 8) (27. 8) (28. 8) ( 3.7) ( 7.2)( 7. 9) (14. 9)(29. 7) ( 9.O)(2l. 7) (16. 5)( 4. 4) 
院術集約的製品 1, 261 1. 175 2, 256 114 2, 248 2, 920 4, 924 326 (26.0) (34.0) (13. 9)(2l. 4) (1l. 8)(29. 8) (16. 2) 
(事務機械) ( 282) ( 321) ( 19)1 ( 8) ( 374) ( 617) ( 424) 65) 
(電気機械) ( 248) ( 774) ( 972)1( 51) ( 662) (2, 017) (2, 458) ( 129) 
その他工業製品 690 3, 810 2, 522 553 921 10, 253 3, 806 1, 617 
(繊維衣料) 74) (1, 895) ( 775) ( 216) 95) (5, 391) (1, 111) (810) 
その他 6 48 7 4 19 42 24 5 
(注) ( )と< >は，この国の，それぞれの全輸出入額〈表 II-9 参照)に対する構成比， [ J は 7年間の年平均増
加率。
(出所) United Nations, Commodity Trade Statistics, various issues. 
表 III-8 シンガポールの相手国別貿易 (単位: 100万ドル〉
1980 1987 
アメリカ 日 本 アメリカ 日 本
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 3, 383 2, 464 4, 283 1, 560 4, 788 6, 995 6, 676 2, 594 (14. 1) (12.7) (17.8) ( 8.1) [ 5.1] (14. 7) [16. 1) (24. 4) [ 6.5) (20. 5) [ 7.5)( 9. 0) 
l 次産品計 342 559 174 1, 188 406 549 274 1, 626 
石油 109 153 10 1, 001 94 259 68 1, 224 
工業製品計 3, 002 1, 825 4, 054 269 4, 253 6, 326 6, 264 765 (23.2) (2l. 9) (3l. 4) ( 3.2) (19.3) [19.4)(33. 7) [ 6.4)(28. 5) [16. 1)( 4. 1) 
技術集約的製品 2, 551 1, 526 2, 566 207 3, 492 5, 183 4, 689 574 (26. 1) (30.5) [19. 1)(36. 3) ( 9.0)(31. 2) [15. 7) 
(事務機械) ( 102)1 ( 69)1( 64)1( ( 561) (2, 119) ( 290) 
(電気機械) ( 735) (1, 076) (991)1 ( 73) (1, 315) (2, 501) (2, 444) ( 248) 
その他工業製品 451 299 1, 488 62 761 1, 143 1, 575 191 
(繊維衣料) 30) ( 163) ( 230)1( 12) 35) ( 615) ( 242) 14) 
その{也 39 80 55 103 129 120 138 203 
(注) ( )と< >は，この困の，それぞれの全輸出入額(表 II -10参照〉に対する構成比， [ J は 7 年間の年平均増
加率。
(出所) United Nations, Commodity Trade Statistics, various lssues. 
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韓国では32.5億ドルで，それぞれ技術集約的製品の黒字の大部分を占めている。
一方，台湾，韓国は日本との工業製品の貿易で，実質的な貿易収支の改善は徐々に進んでい
るとはいえ，赤字額は工業製品全体と，技術集約的製品の両方で増大している。台湾の1987年
の対日貿易赤字は，工業製品全体で65.1億ド、ル，技術集約的製品で66.7億ドルで、あり，韓国で
はそれぞれ66.9億ドルと 75.4億ドルで、あった。両国の日本からの工業製品輸入の 7 割以上は技
術集約的製品であり，この製品の貿易における大幅な赤字がそのまま工業製品貿易の赤字とな
っている。ところが，電気機械と事務機械の対日貿易赤字は，台湾で25.8億ドル，韓国で26.1
億ドルと技術集約的製品の中ではとくに多いとはいえない。
このように，台湾と韓国の貿易収支を相手国別にみてみると，両国はたしかにアメリカと日
本に対して対称的な貿易構造を形成しているようにみえる。しかし，詳しくみてみると，両国
はアメリカに対してはその他工業製品や，特定の技術集約的製品を多く輸出し，日本からは技
術集約的製品を全般的に輸入しているのがわかるであろう。台湾と韓国のこの日米に対する関
係の異なった側面にも注意を払っておくべきである
香港とシンガポールにおいても対米工業製品貿易における黒字の増大，対日工業製品貿易に
おける赤字の増大という現象がみられる。香港がアメリカに輸出する工業製品の大部分はその
他工業製品であり，黒字の大部分もその製品の貿易から生まれているが， 1987年には技術集約
的製品の貿易収支がわずかながら黒字になった。シンガポールだけは，アジアNIES の中で
例外的に対米輸出のうちで技術集約的製品の輸出が多L、。それはシンガポールの輸出のかなり
の部分がアメリカの多国籍企業の在外子会社によるものだからであろう。また，香港とシンガ
ポールの対米輸出においては，ともに電気機械と事務機械における黒字が，技術集約的製品の
黒字を大幅に上回るとし、う現象がみられる。
一方，香港とシンガポールの対日貿易収支は，工業製品全体でも技術集約的製品だけをとり
出しでも，実質的には改善しているとはいえ赤字額は増大している。 1987年の香港の対日貿易
赤字は，工業製品全体で67.9億ドル，技術集約的製品で46.0億ドルで，シンガポーノレはそれぞ
れ55.0億ドル， 41. 2億ドルで、あった。台湾や韓国と比べると，両国はその他工業製品での赤字
が多くなっている。その一方で，技術集約的製品の赤字のうちでの，電気機械と事務機械の赤
字は多い。
以上のようなアジア NIES の相手国別の工業製品貿易と比較して ASEAN 諸国の相手国
別の貿易その特徴はどのようなものかをまとめておこう。
第 1 に，本節冒頭においても指摘したように，工業製品の全輸出に占める対米輸出の比重の
上昇と，全輸入に占める対日輸入の高い水準である。このような特徴は，アジア N 1 E S ，と
りわけ台湾と韓国において典型的にみられる。
第 2 に，対米輸出における技術集約的製品の全工業製品に対する比重，電気機械，事務機
械の製品の技術集約的製品に対する比重と，対日輸入におけるそれぞれの比重については，
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ASEAN 諸国の中でかなり大きな相違がみられる。
対米輸出における技術集約的製品の全工業製品に対する比重ではマレーシアが非常に高く，
ほぼシンガポールと同ーの水準である。対日輸入におけるその比重では，マレーシアとタイで
アジア NIES と同様の高い水準での上昇がみられる。また対米輸出における電気機械と事務
機械の製品の技術集約的製品に対する比重では，マレーシアとタイが香港とシンガポールと同
じように高い。対日輸入におけるその比重ではマレーシアのみがアジアNIES の水準と近く
なっている。
第 3 に，貿易収支でみると， ASEAN 諸国の対日工業製品貿易赤字は対米工業製品貿易赤字
(黒字〉を上回り，これらの国にとって非常に大きな負担となっているのがわかる。 ASEAN
諸国は1987年の工業製品，技術集約的製品，電気機械と事務機械の 3 つの製品での対米貿易に
おいて，マレーシアを除けば大部分が赤字である。一方その製品での対日貿易ではマレーシア
を含めてそのすべてが赤字であるだけでなく，その赤字額が対米赤字(黒字〉額を上回ってい
る。このような現象はアジアNIES にはみられない。
このように ASEAN 諸国全体とアジアNIES全体を比較してみると，その相違はなお多
くの点で大きいといえるだろう。しかしながら ASEAN 諸国の中でマレーシアとタイをとり
あげてみると，この両国とアジア N 1 ES ，とくに香港やシンガポールとの共通点もしだいに
増大しつつある。したがってマレーシアやタイは工業化をすすめ，貿易構造を高度化させてい
くのにともなって，アジア NIESが今日抱えている課題に直面していくことになるだろう。
そのうちの最大の課題はいうまでもなく，日本とアメリカとの関係である。 ASEAN 諸国は
アジア NIES と同様に，日本のようなたえず資本財，中間財を供給する国を見出さなければ
ならないし，また輸出する商品を吸収し続けるアメリカのような巨大な市場を確保しなければ
ならないのである。それが可能であるかどうかは単に ASEAN 諸国の意思だけでは決まらな
い。アメリカと日本の経済がそれを許容しうる状態にあること，さらには国際的な商品と資本
の流れを支えるシステムが充分に機能することが必要なのである。
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